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表紙の写真1

震旦系(先カンブリア紀末期)が急崖をなす中国･盧山の峰女

盧山と言えば年輩の人なら山麓の町九江とともにその名を懐かしく思い

出すに違いない.戦前九江には海軍の基地カミあったし映画`.盧山の石"の

舞台としてよく知られていた･ここに示したのがその盧山の石である.今

また盧山には中国人観光客に混って年輩の日本人旅行者の姿カミ見られる.彼

らにとっては音の思い出を辿るセンチメンタルジャニｰなのであろう.

中国西部に連なる青蔵(チベット)高原の山々に比べるといささか低い気も

するか北には中国第一の大河揚子江(長江)を東には紺碧の水を湛えた中

国第一の淡水湖都陽湖を配し童女たる景観である.盧山はまた地質の研究で

もゆかりのある地である.揚子プラットフォｰムの基盤岩やその上の被覆層

が良く露出しているからである.なかでも震旦系はとくに有名で盧山は中

国先カンブリア系の研究に欠くことのできない場所となっている.

(文･撮影:中嶋輝元)
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